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執筆論文

フォトニックネットワークは、現代の情報通信社会を支える

基盤技術であり、超高速かつ大容量の通信を実現するため

に欠かせません。その実現には、光信号を電気信号に変換せ

ず、光のままで方向変更や波長変換を行い、信号の衝突や

渋滞を回避する技術が鍵となります。こうした全光型の情報

処理を可能にする波長変換デバイスや光波制御型変調デバ

イスに関する研究に取り組んでいます。このようなフォトニッ

クデバイス研究で、フォトニックネットワークの高性能化を目

指しています。

研究内容

情報通信分野で活用されるフォトニックテクノロジーは、

フォトニックネットワークなどに加え、レーザーポインターや

バーコードリーダー、DVD等々、私たちの身近な製品にも広

く利用されており、その応用範囲は近年急速に拡大していま

す。光通信向けのレーザー波長変換技術などに加え、レー

ザーを活用したフォトニック技術の基礎から応用についてご

相談に乗ることができます。
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